
                                              

  

                       

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の様子から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１月８日（金） 平成２７年度第9 号 学学校校だだよよりり  

次のステージに向けて 
                          副校長 長沼 健一 

新年あけましておめでとうございます。 
いよいよ平成２８年がスタートしました。昨年、児童・生徒の皆さんは、日々の学習を通じて、

力を積み重ねてきました。児童・生徒の成長は、ご家庭のご協力があったからこそと思います。

本年も本校の教育活動に対して様々なお力添えをいただけますようお願いします。 

３学期の授業日数は、５２日間です。あっという間に過ぎていき、卒業や進級を迎えることに

なります。１日、１日を大切にしてほしいです。始業式では、校長先生から次の話がありました。 
・目標をたてましょう。 

新年を迎え、児童・生徒の皆さんは、今年の目標や抱負を考えたことでしょう。その達成のた

めには、目標・抱負を、児童・生徒本人、ご家庭、教員が共有し、ともに取り組むことが大切で

す。学校とご家庭の連携をより深めていきたいです。よろしくお願いいたします。 

また、目標達成のために頑張っている児童・生徒の様子をぜひご覧ください。昨年の授業参観

では、多くの保護者にご来校いただきました。その後のアンケートでも「とても楽しそうだった」

という回答を多くいただくことができました。自由意見でも授業で工夫している点に気付いてい

ただいており、とてもありがたく思います。改善に向けてのご意見もいただいております。これ

は、今後の授業参観に生かして参ります。今学期も授業参観日だけでなく、学校にお越しの際に

は、お気軽に授業をご覧ください。お待ちしております。 

 

 

ＩＣＴ機器の活用について 

あきる野学園には今年度の１２月より２

１台の iPad が配備されています。Ａ部門５

台、Ｂ部門１４台、言語室２台と振り分けて

使用しています。１２月の使用状況をざっと

計算してみると約８０％でした。Ｂ部門では

割り当ての１４台では足りないようで、Ａ部

門割り当ての方も使用している日も多くあ

ります。 

さて、授業での利用方法ではアプリを使っ

て学習内容の練習をするとか、カメラを使っ

て植物の成長の記録に使うとか、行事の事前

事後学習での写真などの提示、コミュニケー

ションツールなど、多岐にわたります。持ち

運びやすく起動が速い、モニタにつなげやす

いなどＰＣよりも使い勝手がいいことが利

用率の高さの理由の一つでしょう 

ある先生は絵本の画像をカメラで撮り、ア

プリを使って iPadで見ることのできる絵本

を作ってモニタで大きく提示し、教室で読み

聞かせをしています。まったくの初心者の先

生でもすぐに作ることができたそうです。 

 

精いっぱい走りました。 
B高等部マラソン大会 

担当 B 高体育科  

 
当日の天気は曇り時々晴れ、過ごしやすい気

候の中、毎年恒例の B高等部マラソン大会が、

１２月２１日（月）に行われました。保護者の

方々の応援も多数ある中で、生徒は今まで練習

して来た成果を、充分発揮しました。競技はあ

きる野学園グラウンドと亜細亜大学グラウン

ドの２か所に分かれて行われました。生徒同士

の応援も元気で活気があり、とても良い雰囲気

の中、マラソン大会が進められました。たくさ

んの方々の協力や支えがあり、今回のマラソン

大会も、事故怪我なく無事終了することができ

ました。本当にありがとうございました。 

 
 

表彰されました！ 
毎年実施されている「はたらく消防の写生会」。今年度は、Ａ部門、Ｂ部門合わせて７名の児童が

「入選、優秀賞」を受賞しました。１２月２５日の終業式では秋川消防署の方３名に来校していただ

き、直接賞状を渡していただきました。 
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学校介護職員について 

本校の A 部門に学校介護職員が導入され、

２年目を迎えました。今年度は A 小学部に７

名、A 中学部に４名、A 高等部に４名が配属

されています。着替え、トイレ、水分補給、

食事など日常生活面での支援の他、授業で

は、学習での動作（スイッチを押す、物をつ

かむなど）の介助など、さまざまな場面で児

童・生徒の支援を行っています。支援する内

容については、個々の児童・生徒の課題や授

業の内容に応じて、教員からの指示に基づい

て行われています。２年目ということもあ

り、学校介護職員と教員との連携も深まって

きています。また、学校介護職員も児童・生

徒への指導が充実してほしいという思いを

昨年以上に感じています。 

今年度から、本校では医療的ケアも学校介

護職員が行えることになりました。教員同様

に研修を受けた学校介護職員が、実施者とな

っています（12 月現在 3 名）。また、宿泊行

事でも臨時教員補助員として引率に同行し

てもらうことも増えました。指導において学

校介護職員が欠かせない存在となっていま

す。 

 

学校教育支援員について 

本校知的障害教育部門には平成 26 年度よ

り外部専門家として、学校教育支援員が導入

されました。職種はすべての学部に理学療法

士、作業療法士、言語聴覚士、臨床発達心理

士（ここまで西多摩療育支援センター）、歯

科医師、さらに小学部には大学教授、体操イ

ンストラクター、中学部には大学教授、臨床

発達心理士、高等部には農園芸指導の先生が

不定期で教員の指導力向上のために来校さ

れています。 

支援の方法の主なものは、教員からの相談

内容を整理し、授業見学で児童・生徒の様子

を観察し教員の抱える課題に対して、具体的

な助言をしていただいています。 

以下の写真は理学療法士、作業療法士と共

同で学習机と椅子を改良し、児童・生徒が安

定した姿勢で学習できるように工夫したも

のです。 

 

自立活動指導員について 

 本校肢体不自由教育部門には平成 16 年度

より、外部専門家として自立活動指導員が導

入されました。これは都内の特別支援学校で

は最も早い導入で、西多摩療育支援センター

より、理学療法士、作業療法士をむかえ特設

自立活動の指導の充実を図ってきました。 

 さらに、平成 26 年度からは教科指導に大

学教授、摂食指導に歯科医師、プール指導に

理学療法士、体育指導に大学教授を招へい

し、各教科の授業に入っていただくことにな

りました。特設自立活動以外の授業において

も、自立活動をベースにした指導の充実を図

っています。 

 自立活動指導員のコーディネートは自立

活動室が行います。このため、特設自立活動

の授業に専任教員が入れないこともありま

すが、西多摩療育支援センターの理学療法

士、作業療法士の協力のもと、各学部との連

携を密にし、指導内容を維持するように努め

ています。 

 

清掃親子教室（B 小学部） 

～掃除のプロから学ぼう～  
B 小学部では、「キャリア教育の一環」と

して、親子でプロから掃除の仕方を学ぶ機会

を設けています。最初から正しい方法を身に

つけ家庭での指導にもつなげていく中で、働

く力を育てる第一歩になればと考えていま

す。今年も、東京ビルメンテナンス協会から

3 名の先生に来ていただき 4 年は「テーブル

拭き」5 年は「自在ほうきの使い方」を教わ

りました。ビルメンテナンスの先生方が褒め

上手で、いつもより張り切って取り組む姿も

見られました。早速、ほうきを買って家でも

取り組もうというご家庭もありました。 

 


